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鴻
巣
駅
西
口
駅
前
広
場
の
整
備

問  

現
状
の
駅
前
広
場
の
広
さ
を
拡
張
し

な
い
形
で
の
整
備
と
の
こ
と
だ
が
、
整

備
概
要
と
目
的
に
つ
い
て
問
う
。

答  

現
在
の
西
口
駅
前
広
場
は
、
赤
白
の

フ
ェ
ン
ス
の
歩
道
や
車
道
の
区
分
が
わ

か
り
づ
ら
く
、
ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
が
こ

の
フ
ェ
ン
ス
や
中
央
の
花
壇
等
に
よ
り

狭
く
、
舗
装
面
に
も
劣
化
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
駅
前
広
場
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
や
渋
滞
緩
和
、
振
動
対
策
を

目
的
に
改
修
計
画
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　
具
体
的
な
計
画
と
し
て
、
舗
装
工
事

は
路
盤
改
良
を
行
い
振
動
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
歩
道
と
車
道
の
間
に
縁

石
を
設
け
安
全
性
の
確
保
と
明
瞭
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
歩
道
に

は
屋
根
設
置
を
検
討
し
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現

在
、
こ
れ
ら
の
改
修
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給

問  

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答  
生
活
保
護
制
度
は
、
事
実
と
異
な
る

申
請
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
保
護

を
受
け
た
者
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
き

費
用
返
還
を
求
め
て
お
り
、
本
市
で
は

昨
年
度
の
不
正
受
給
件
数
は
15
件
、
金

額
で
は
約
４
７
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
年
金
を
さ
か

の
ぼ
り
受
給
し
た
ケ
ー
ス
と
、
高
校
生

が
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
り
収
入
を
得
た

ケ
ー
ス
で
す
。

　
　
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
、
生
活
保
護
受

給
者
が
不
正
に
受
給
し
よ
う
と
す
る
悪

質
な
意
思
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
市
で
は
県
の
指
導
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
法
に
基
づ
き
費
用
徴
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
今
後
と
も
、
受
給
者
の
生
活
実
態
を

き
め
細
か
に
把
握
し
、
引
き
続
き
不
正

受
給
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
取
扱
い

問  

こ
の
予
防
接
種
を
、
行
政
措
置
予
防

接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
か
問
う
。

答  

行
政
措
置
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
の
予
防
接
種
以
外
の

予
防
接
種
で
、
市
が
行
政
措
置
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
子
宮
頸

が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
水
痘
、
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
及
び
対
象
年
齢
を
超
え
１
歳
未
満

ま
で
の
者
に
係
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
政

措
置
予
防
接
種
と
位
置
付
け
、
先
進
的

な
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
下
痢
症
は
、

毎
年
冬
の
後
半
か
ら
春
に
か
け
て
流
行

し
、
乳
幼
児
の
ほ
と
ん
ど
が
５
歳
ま
で

に
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
す
る
有
効
な
薬
剤
は
な
く
、
治

療
は
水
分
補
給
な
ど
の
対
症
療
法
が
中

心
と
な
り
ま
す
が
、
重
症
化
す
る
と
脱

水
や
け
い
れ
ん
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
、
入
院
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
　
今
後
、
具
体
的
な
実
施
方
法
、
費
用

の
公
費
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
速
や

か
に
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問  

そ
の
後
の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

答  

平
成
23
年
10
月
１
日
に
企
業
誘
致
条

例
を
制
定
し
た
が
、
現
在
の
誘
致
状
況

は
、
指
定
申
請
を
提
出
し
て
い
る
６
社

の
う
ち
５
社
に
指
定
書
が
交
付
済
み

で
、
５
社
は
い
ず
れ
も
製
造
業
で
新
設

が
４
社
、
増
設
が
１
社
で
す
。

　
　

国
や
埼
玉
県
の
政
策
と
連
携
を
取

り
、
企
業
が
進
出
で
き
る
エ
リ
ア
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
具
体
的
に
、
第
５
次
鴻
巣
市
総
合
振

興
計
画
の
土
地
利
用
構
想
の
中
で
の
工

業
・
流
通
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
川
里
工
業

団
地
の
拡
張
及
び
熊
谷
バ
イ
パ
ス
周
辺

の
箕
田
工
業
地
域
エ
リ
ア
等
を
定
め
て

お
り
、
優
遇
制
度
を
周
知
す
る
こ
と
で

新
た
な
企
業
誘
致
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

一
般
質
問
の
質
疑
に
つ
い
て

�
一
部
内
容
を
紹
介
し
ま
す
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本
市
の
い
じ
め
の
実
態

問  
小
中
学
校
の
い
じ
め
の
状
況
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答  

今
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
で
小
学
校

で
２
件
、
中
学
校
で
２
件
の
い
じ
め
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
の
事
案

は
、
い
ず
れ
も
登
下
校
中
の
悪
口
や
い

や
が
ら
せ
で
、
中
学
校
で
は
部
活
動
内

で
の
い
や
が
ら
せ
と
ク
ラ
ス
内
で
仲
間

は
ず
れ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の

内
、
解
決
に
至
っ
た
も
の
が
２
件
、
継

続
的
に
指
導
中
の
も
の
が
２
件
で
す
。

　
　
対
策
に
つ
い
て
は
、
教
育
相
談
的
手

法
を
活
用
し
た
早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
努
め
る
ほ
か
、
道
徳
や
特
別
活
動
等

の
教
育
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

豊
か
な
心
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
を
把
握
し
た
場
合
に

は
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
学
校
全
体
で
組
織
的
な
対
応
を
徹

底
し
、
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も
と
保
護
者

に
は
、
家
庭
訪
問
を
通
し「
絶
対
に
守

る
」と
い
う
学
校
の
方
針
を
伝
え
、
心

の
ケ
ア
と
信
頼
関
係
を
回
復
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、い
じ
め
を
行
っ

た
子
ど
も
に
は
、
保
護
者
に
協
力
を
求

め
個
別
指
導
を
行
い
、
い
じ
め
の
非
に

気
づ
か
せ
、
謝
罪
と
再
発
防
止
に
向
け

た
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
役
所
別
棟
建
設

問  

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
役
所
別

棟
の
建
設
に
つ
い
て
問
う
。

答  

現
在
の
本
庁
舎
は
、
昭
和
49
年
５
月

に
開
庁
し
、
す
で
に
38
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
耐
震
性
や
老
朽
化
の
問
題
か

ら
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
を

目
途
に
総
合
的
な
本
庁
舎
改
修
事
業
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
こ
の
改
修
事
業
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
26
年
度
に
か
け
て
、
防
災
の
拠
点

と
し
て
約
３
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

別
棟
を
建
築
し
、
最
終
的
に
平
成
27
年

度
ま
で
に
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
を

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
　
別
棟
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
本
庁
舎

の
建
替
を
想
定
し
、
中
央
学
童
保
育
室

に
隣
接
す
る
本
庁
舎
北
側
駐
車
場
に
建

設
す
る
計
画
で
あ
り
、
非
常
用
発
電
設

備
を
始
め
、
災
害
対
策
本
部
の
確
保
な

ど
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る

と
と
も
に
、
本
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
期

間
中
の
執
務
場
所
の
移
動
先
を
確
保
す

る
も
の
で
す
。
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工

事
後
は
、
第
二
庁
舎
の
部
署
を
本
庁
舎

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

業
務
機
能
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

婚
活
支
援
事
業

問  

婚
活
支
援
事
業「
こ
う
の
す
花
コ
ン

バ
ス
ツ
ア
ー
」に
つ
い
て
問
う
。

答  

こ
の
事
業
は
、
平
成
24
年
度
の
若
手

職
員
政
策
研
究
事
業
と
し
て
、
若
手
職

員
が
企
画
立
案
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で

手
が
け
た
本
市
で
は
初
め
て
の
婚
活
支

援
事
業
で
す
。

　
　

男
女
13
名
ず
つ
の
合
計
26
名
が
参

加
の
も
と
、「
産
業
観
光
館
ひ
な
の
里
」

や
、
常
光
地
区
で
本
市
特
産
の
梨
の
Ｐ

Ｒ
も
兼
ね
て
の
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
、
ま

た「
花
と
音
楽
の
館
か
わ
さ
と
・
花
久

の
里
」で
は
、
鴻
巣
ご
当
地
グ
ル
メ「
川

幅
う
ど
ん
」に
舌
鼓
を
打
ち
、
食
後
の

フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
中
庭
を
散
策
し
会

話
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
数
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

空
き
家
の
現
状
に
つ
い
て

問  

本
市
の
空
き
家
の
現
状
に
つ
い
て
問

う
。

答  

総
務
省
統
計
局
発
行
の「
平
成
20
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
報
告
」で
は
、

本
市
で
は
住
宅
総
数
４
７
０
０
０
軒
の

う
ち
空
き
家
の
総
数
が
４
３
６
０
軒
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
比
率
は
９
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
空
き

家
は
、
居
住
者
が
長
期
に
わ
た
り
不
在

で
管
理
が
不
十
分
な
住
宅
や
、
老
朽
化

し
た
廃
屋
の
住
宅
で
、
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
報
告
内
の「
そ
の
他
の
住
宅
」と

市役所別棟建設予定地
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な
る
１
６
０
０
軒
の
一
部
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
こ
れ
に
よ
る
市
民
か
ら
の
苦
情
の
ほ

と
ん
ど
は
、
空
き
家
の
敷
地
内
に
雑
草

が
生
い
茂
り
虫
が
発
生
す
る
な
ど
、
悪

化
し
た
生
活
環
境
面
の
改
善
を
求
め
る

内
容
で
す
。

　
　
対
応
窓
口
と
し
て
は
、
雑
草
・
害
虫

の
発
生
の
苦
情
は
環
境
政
策
課
、
屋
根

瓦
や
外
壁
の
落
下
の
苦
情
は
建
築
課
、

防
犯
・
防
災
は
生
活
安
全
課
と
な
っ
て

い
ま
す
。

合
併
特
例
債
延
長
に
伴
う

本
市
の
対
応

問  

合
併
特
例
債
活
用
額
に
つ
い
て
問

う
。

答  

平
成
24
年
6
月
27
日
公
布
・
施
行
の

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
合
併
市
町
村
に
係
る
地
方
債
の
特
例

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」に
よ
り
、
鴻
巣
市
で
も
合
併
特
例

債
の
活
用
期
限
が
平
成
27
年
度
か
ら
32

年
度
の
5
年
間
延
長
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
律
改
正
に
伴

い
、
合
併
特
例
債
の
活
用
額
や
活
用
期

間
を
変
更
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
市

建
設
計
画
の
見
直
し
の
た
め
の
諸
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
活
用
期
間
を
変
更
す
る
場
合

は
、
合
併
特
例
事
業
推
進
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
本
庁
舎
敷
地
内
に
災
害
に
強

い
別
棟
の
建
設
事
業
や
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
利
用
す
る
公
共
施
設
の
改

修
事
業
の
ほ
か
特
別
会
計
の
土
地
区
画

整
理
事
業
に
も
合
併
特
例
債
の
活
用
を

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
計

画
期
間
を
5
年
延
長
し
た
場
合
の
平
成

32
年
度
ま
で
は
、
地
方
債
の
中
で
も
特

に
有
利
な
合
併
特
例
債
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
建
設
事
業
起
債
限
度

額
の
満
額
３
２
７
億
6
千
万
円
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
鴻
巣
駅
東
口
駅
前
広
場
改
修

問  

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答  

現
在
、
警
察
と
の
協
議
中
で
あ
り
、

最
終
的
に
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
警

察
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー

自
体
を
旧
暫
定
駐
輪
場
跡
地
側
へ
広
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
10
台
程
度
の
送
迎
時

の
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
位
置
を
熊
谷
側
に
変
更
し
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
付
近
に
障
が
い
者
用
乗
降
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
シ
ェ

ル
タ
ー
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
部
に
新
た
に

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
内
容
で

す
。
な
お
、
こ
の
改
修
期
間
は
平
成
24

年
11
月
頃
に
発
注
し
、
年
度
内
に
完
成

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
　
見
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　また昭和26年に米政府は「竹島は日本の領土である」と韓国政府に示したが、韓国は国際法に反して竹島の不法占拠
を続けている。さらに尖閣諸島については、日米による沖縄返還協定で我が国に施政権が返還された地域に含まれて
おり、これは尖閣諸島の地位を何よりも明確に示すものである。
　これら北方四島、竹島、尖閣諸島は日本固有の領土であり、不法に占拠されることは、国の主権にかかわる大きな
問題である。国及び政府に対し、毅然とした態度で国際社会に訴え、公平かつ平和的な解決を早急に行うことを強く
求める意見書を提出する。
　　平成24年９月24日

整備が予定される駅前広場


